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をして建設工事が進められていたものです。－

55年度は、総事業費51:450万4千円（うち国

庫補助2158, 121万2千円､起債（見込額) 1{g

8,040万円)で､第一種(30戸)､第二種(30戸）とも

5階建てで二棟を建設し近く入居の予定です。

今後は､ さらに年次計画によって約300戸を

予定し、 コミュニティの場としての集会室や幼

児遊園などの施設も予定されています。

" "" 工『 『111 1筐三里、Ⅲ1 三坐至二号1Ⅱ ･ I 2Lー』砦二言一Ⅲ肥

高浜市営住宅の建て替え工事が､昭和53年度か

ら進められ、近代的な中層耐火構造住宅として

3月末日に完成します。

この建て替え事業は､昭和30年代に建てられた

木造住宅が老朽化し、住居が狭く居住水準が低

下するため、以前の木造住宅61戸を取り壊し、

住宅環境の整備や高度利用をねらいとして､入

居者のみなさんの協力をえながら、仮移転など

高萩市市民憲章

一人口の動き

2月1日現在

人 口 32 ， 562

男 16,005

女 16， 557

世 帯 9，491

自然をたいせつにし、美しいまちをつくりましょう

きまりを守り、明るいまちをつくりましょう

礼儀を正しくし、うるおいのあるまちをつくりましょう

元気で働き、豊かなまちをつくりましょう

思いやりのある、あたたかいまちをつくりましょう

前月比
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｢高萩市政だより」は毎週日曜日、午前9時20分から。テレホンサービス「市政案内」は(3) 1 151 . 1 152です



心のふれあい
、

い フ

地域く、るみで盛りあげ

明
る
い
ま
ち
づ
く
り
は
、

ま
ず
〃
あ
い
さ
つ
〃
か
ら
始

め
よ
う
Ｉ
。
と
、
秋
山
小
・

中
学
校
と
、
高
萩
小
学
校
の

学
区
内
に
あ
い
さ
つ
道
路
が

で
き
ま
し
た
。

ま
だ
で
き
て
い
な
い
小
・
中

学
区
内
で
も
、
地
域
ぐ
る
み

で
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

通
学
路
に

加
基
の
標
識
秋
山
地
域

秋
山
小
学
校
で
は
、
昨
年
五
月
か
ら

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
学
校
が
協
議
し
て
あ
い

動
さ
つ
道
路
の
準
備
を
す
す
め
て
き
ま
し

運
た
。
道
路
の
選
定
で
は
、
各
方
面
か
ら

五
通
学
す
る
児
童
の
集
合
点
と
、
全
部
の

唾
通
学
路
を
あ
い
さ
つ
道
路
に
し
て
は
、

識
と
の
二
つ
の
意
見
に
分
か
れ
道
路
の
選

標
定
に
時
間
が
か
か
っ
た
よ
う
で
す
。

はで
し
か
し
、
秋
山
中
学
校
も
近
く
に
あ

鞄
る
の
で
あ
い
さ
つ
道
路
の
範
囲
を
広
げ
、

山
る
こ
と
に
な
り
、
さ
る
、
二
月
八
日
秋

秋
山
中
学
校
で
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
学
校
、
幼

稚
園
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
婦
人
会
、
青
年

会
、
交
通
安
全
母
の
会
な
ど
が
会
議
を

開
き
ま
し
た
。

思
い
や
り
の
輪
〃
あ
い
さ
つ
道
路

秋
山
・
高
萩
小
学
区
な
ど
に

ー'

そ
の
結
果
、
秋
山
地
域
「
あ
い
さ
つ
」

連
動
推
進
協
議
会
が
誕
生
し
、
地
域
住

民
の
交
流
と
老
若
男
女
一
体
と
な
っ
て
、

こ
の
運
動
の
輪
を
広
げ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

会
長
の
深
谷
保
男
さ
ん
は
、
「
あ
い

さ
つ
は
心
と
心
の
結
び
つ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
簡
単
な
こ
と
で
も
な
か

な
か
で
き
な
い
も
の
で
す
よ
。
あ
い
さ

つ
運
動
は
、
児
童
・
生
徒
だ
け
で
な
く
、

地
域
ぐ
る
み
で
輪
を
広
げ
て
い
き
た
い

で
す
ね
。
」
と
、
こ
れ
か
ら
に
期
待
を

か
け
て
い
ま
す
。

す
で
に
学
区
内
の
通
学
路
に
は
、
あ

い
さ
つ
道
路
の
標
識
を
二
十
か
所
設
置

し
て
あ
い
さ
つ
連
動
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
児
童
か
ら
募
集
し
て
い
た
あ

い
さ
つ
標
語
も
き
ま
り
、
近
く
看
板
も

立
て
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

〃

標語のタスキをかけてあいさつ

タ
ス
キ
に
標
語
を
つ
け
て

高
小
学
区

高
萩
小
学
校
で
は
、
昨
年
の
五
月
ご

ろ
か
ら
Ｐ
Ｔ
Ａ
校
外
生
活
指
導
部
が
中

心
と
な
っ
て
学
校
と
協
議
し
な
が
ら
朧

備
を
す
す
め
て
き
ま
し
た
。

最
近
は
、
あ
い
さ
つ
な
ど
の
基
本
的

交
流
が
う
す
れ
、
気
軽
に
言
葉
を
か
け

合
う
心
の
交
流
か
必
要
で
は
と
い

う
提
案
を
も
と
に
○
各
家
庭
で
気
持
ち

よ
く
あ
い
さ
つ
す
る
。
○
子
ど
も
同
志

も
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
す
る
。
○
将
来

い
つ
で
も
、
誰
に
で
も
あ
い
さ
つ
か
で

き
る
輪
を
広
げ
る
。
な
ど
、
児
童
の
標

語
募
集
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
に
も
呼
び
か

け
て
き
ま
し
た
。

「
も
と
は
と
い
え
ば
、
安
良
川
地
区

の
ひ
ば
り
が
丘
団
地
が
以
前
か
ら
あ
い

さ
つ
連
動
を
し
て
い
た
よ
う
で
す
よ
。

毎
日
の
立
し
よ
う
の
と
き
に
…
…
。

こ
れ
か
ら
は
学
区
内
全
地
区
で
広
め
て

い
き
ま
す
け
ど
…
・
・
と
と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会

長
の
若
松
健
一
さ
ん
は
話
し
て
い
ま
す
。

と
り
あ
え
ず
立
し
よ
う
場
所
の
十
三

地
区
を
選
定
し
、
児
童
か
ら
の
標
語
を

タ
ス
キ
に
書
き
、
立
し
よ
う
に
利
用
し

て
あ
い
さ
つ
運
動
を
広
げ
て
い
く
こ
と

に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
の
小
・
中
学
校
で
も
あ
い

さ
つ
道
路
の
選
定
な
ど
準
備
に
取
り
く

ん
で
、
あ
い
さ
つ
連
動
の
輪
を
広
げ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
の
、
心
の
交
流
か
ら
始

ま
る
あ
い
さ
つ
連
動
を
、
み
な
さ
ん
も
身

近
な
と
こ
ろ
か
ら
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

ー

‐
ま
あ
い
さ
つ
に
ひ
ど
ご
ど
ｒ
動

。
。
。
。
。
。
・
・
・
・
巳
。
。
。
？
■
。
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Ｕ
１
．
．
０
．
．
０
・
Ｏ
Ｄ
Ｕ
。
・
・
。
。
●
・
ノ
ー
’
１
１

か
な
か
で
き
な
い
ん
で
す
ね
。
私
が
通

学
時
間
に
立
し
よ
う
に
で
た
ん
で
す
が
、

児
童
が
あ
い
さ
つ
し
て
も
、
し
ら
ん
顔

を
し
た
お
と
な
の
方
か
い
た
と
き
も
あ

る
ん
で
す
か
ら
。

い
つ
、
ど
こ
で
も
あ
い
さ
つ
が
で
き

る
よ
う
な
ま
ち
に
し
た
い
で
す
ね
。
と

く
に
あ
い
さ
つ
は
、
家
庭
で
の
習
慣
か

必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

す
よ
。
あ
い
さ
つ

道
路
の
標
識
も
で
き
ま
し
た
か
ら
Ｉ
Ｉ
Ｌ

こ
れ
か
ら
が
本
番
と
い
っ
た
感
じ
。

小
・
中
学
の
児
童
・
生
徒
を
対
象
に

進
め
て
き
た
ん
で
す
が
、
お
と
な
の
人

の
ほ
う
か
あ
い
さ
つ
が
少
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
ん
で
し
よ
、
７
か
。

で
す
か
ら
、
老
人
ク
ラ
ブ
、
子
ど
も

会
、
婦
人
会
、
母
の
会
な
ど
地
域
ぐ
る

み
の
運
動
を
広
げ
て
い
る
ん
で
す
。

あ
い
さ
つ
は
、
人
づ
く
り
に
も
つ
な

が
り
ま
す
か
ら
、
市
民
全
般
に
広
げ
て

ほ
し
い
・

本
町
松
尾
美
代
子
さ
ん

島
名

小
田
島
み
つ
子
さ
ん

あ
い
さ
つ
道
路

は
、
四
年
ぐ
ら
い

一
前
か
ら
呼
び
か
け

て
き
た
と
思
い
ま

昨
年
の
五
月
ご

ろ
か
ら
準
備
を
す

す
め
て
き
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
は
、

簡
単
な
よ
う
て
な
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社会に奉仕する

あたらしい民生・児童委員です
昨年12月に、厚生大臣から次のかたがたが民生委員・児
童委員に委嘱されました。
民生委員・児童委員は、社会奉仕の精神をもって、あな
たの地域の世話役・相談役として、各種相談・指導などの
献身的な奉仕活動を行い、社会福祉の増進・社会を明るく
する連動などに努め、関係機関との蝋はしわたし､、 をして
くれることになっています。
○印は、新任の民生委員・児童委員です。
民生委員・児童委員についてのくわしいことは、市福祉
事務所（電話(3)2111内線283)へお問い合わせください。

医
者
さ
ん
を
か
え
る
こ
と
は
あ
り
ま
に
行
っ
た
り
し
ま
せ
ん
か
。
深
夜
、

せ
ん
か
。
も
し
、
や
む
を
え
ず
お
医
休
日
な
ど
時
間
外
に
受
診
し
ま
す
と
、

者
さ
ん
を
か
え
る
と
き
は
、
か
な
ら
医
療
費
の
ほ
か
割
増
料
金
が
加
算
に

え
て
み
ま
し
ょ
う
。

査
な
ど
を
や
り
直
す
こ
と
に
な
り
、

▽
自
分
の
か
か
り
つ
け
の
お
医
者
さ
そ
れ
だ
け
治
療
が
遅
れ
ま
す
。

ん
だ
け
で
は
不
安
で
、
む
や
み
に
お
▽
急
病
で
も
な
い
の
に
診
療
時
間
外

医
療
費
が
年
ご
と
に
増
え
て
い
る

こ
と
は
、
前
回
お
知
ら
せ
し
ま
し
た

が
、
さ
て
、
医
療
費
は
、
節
約
で
き

タ
タ
ロ
の
で
Ｉ
し
よ
、
７
か

医
療
費
の
節
約
は

軽
い
う
ち
早
め
に
治
療
を

＝

L－

の
ラ

ミー

、

，ン
←

に

つ
い
て
ち
ょ
っ
と
考

’
I 氏 名 住 所 扣 当 地 域

本町1丁目､大和町2丁目の一部

本町2，3丁目

本町4丁目、春日町3丁目

春日町1，2丁目

大和町1，2丁目大和町1，2丁目

布
５

師
路
昭

一

一

２
２

町

叩

恥

刑

畑

本
本
本
春
大

有賀多喜子

○吉久保哲也

大内輝子

安藤啓次

佐川光子

ず
「
○
○
医
院
・
病
院
で
治
療
を
受

け
て
い
た
凸
と
ハ
ヅ
キ
リ
申
し
出
て

治
療
を
受
け
ま
せ
ん
と
、
薬
が
重
複

し
、
そ
れ
だ
け
医
療
費
が
か
か
り
ま

す
．
し
た
が
っ
て
、
は
じ
め
か
ら
検

’ 大和町3，4丁目、2丁目の

東本町1，2丁目、3丁目の
４
９
７
４
７

１
８
７
４
８

４
１
２
３
３

町
町
町
町
町

和
本
明
明
明

大
東
有
有
有

小豆畑隆

○石田秀実

○小林静江

鈴木一子

部

部家庭の

徴療
（
）有明町1，

有明町3丁

有明町2、

肥前町1，
目、 3丁目

2丁目の一部

丁目の一部

3丁目の一部

2丁目、束本町4
引の一部

I

佐藤たみ子

○平田五郎

横山 きみ

杉山 きく

②その 」
肥前町1－25

高浜町1－68 高浜町1，2丁目

▽
健
康
な
日
常
生
活
を

に
、
病
気
は
早
い
う
ち

早
く
治
療
を
受
け
る
の

す
。
と
こ
ろ
が
健
康
に

い
だ
に
病
気
は
ど
ん
ど

る
こ
と
か
あ
り
ま
す
。

病
気
は
、
軽
い
う
ち

が
医
療
費
の
節
約
に
も

し内 な ’へ
ん
迷
惑
を
受
け
ま
す

高浜町3 671
1

1l

||
,’

り 市営住宅通りより東側
高浜町3丁目の一部

市営住宅通りより西側営住宅通

に
診
療
を
受
け
る
よ

ト
ヰ
《
‐
ノ
。シ

リ
推
ズ
国
保

佐藤 弘 高浜町3 59

高浜町3 98

安良川741

ま
た
、
お
医
者

高浜町3丁目のうち加工紙関併

安良川1,2,3,4,5,6

佐藤

○安島

○黒沢

緬

密
一
議 安良川7,8,9,10

安良川12,13,14

安良川12,13,14,15,16,17

安良川西うら全域

石滝1，2，3，上台団地

島名1， 2南、朝日団地、椎木
下、坂下

安艮川1

安良川272

安良川269-8

安良川1709

丹
一
耕
一
鎬

巷
画
一
澪

お
く
る
た
め

一

に
発
見
し
、

が

理

想

的

で

無

関

心

の

あ

ん
進
ん
で
い
一

に
直
す
こ
と

な
る
の
で
す
。

さ
ん
も
た
い

の
で
、
時
間

７
心
が
け
ま

柴田正巳石滝499-1

時崎 一 島名1183
名2292 島名上､千代町団地､Ifil洋台団地

鱈"4， 諦阜原秋山4 §鳥擢経塚
名1125 島名2北、万代町、東町、西町

山2421 旧秋山坑

山1078 秋山下1，2，3､滝の沢

山625 16秋山中1，2，3，幅平､中東

山728 秋山上、上中原の一部北方

島
一
島
一
島
一
秋
一
秋
一
秋

秋献峰

根本 昇

久保田武志

フ熔合千代子

小森忠義

下山田菫

堀江やゑ

大都貞喜

一一

L 「＆善

○
塩
畑
ア
イ
子
さ
ん
Ｉ
秋
山

一
○
、
○
○
○
円

○
益
子
泰
冶
さ
ん
（
生
長
の
家
）

一
○
、
○
○
○
円

○
岡
本
五
郎
さ
ん
１
本
町三
、
○
○
○
円

〕
日
立
電
解
箔
労
働
組
合六
、
六
八
三
円

〕
よ
い
姫

五
、
八
七
○
円

歳
末
た
す
け
合
い

意

’

個
ｰ

吾
向高 ６７

８
９
２
１
７
８
山
萩 萩81976駒木原、地蔵堂
山625 68 和野、高萩炭砿社宅秋

○柴田力､ソヱ

武藤宏志

大須賀幸男

部

丘
一
ケ
の
萩
原
、
木

地
駒
団
、
塚
萩
束
高
坂
台

９４１
７
５

１
５
０

７
１
２

萩
萩
戸

言
同
一
吉
画
一
吉
向

柴田君子

訂
吉田信一郎

○皆川文夫

○鈴木富子

田村キヨノ

行人塚、石河原
一一 三一

局戸

赤浜

保久北

戸
浜
、
綱
宿
手

高
赤
上
下

２８
９

４
１
７
１

８
３
９
８

８
１
１
６

戸
浜
浜
綱手

高
赤
赤
下 下手lil

きじの尾、

杉岡､杉内

鈴木千穂子

小野淑子
○
宮
崎
沙
知
子
さ
ん
ｌ
有
明
町

一
、
九
六
○
円

○
市
役
所
庶
務
・
財
政
課五
、
二
六
五
円

○
秋
山
順
惠
さ
ん
Ｉ
安
良
川

一
○
、
○
○
○
円

○
聖
徳
保
育
園
職
員
一
同
一
○
、
○
○
○
円

○
五
町
商
事

三
、
○
○
○
円

○
遺
族
会
婦
人
部

五
、
四
二
四
円

○
松
本
基
ざ
ん
Ｉ
下
君
田
一
二
、
一
九
八
円

中
央
公
民
館
へ
寄
贈

ｏ
大
関
二
郎
さ
ん
う
す
一
基

○
舟
生
な
つ
さ
ん
き
ね
一
丁

○
大
越
千
枝
さ
ん
き
ね
一
丁

石崎、屋敬

大工町､粕内、 '｣､和田１２１

２
６
２
３
綱
綱
手
手
下
上赤津キク

ノI､松一秀子小松秀子 ｜上手綱2494
小山ひさ子 上手綱1615

川側、馬場、すどれ、石舟

堀の内、畑中、前の内、二本杉

千代IH､滝の脇､豊栄､金成

開口、仙道坂、菅の沢

横川

下君田

上君田

上手綱1483 1

上手綱2888

佐藤

関根

壽
砺

豊田武門

鈴木 彰

豊田四郎次

横川197

下君田1124

上君田488

沼田

○佐jl l

樫村 ３

２
９
８

７
５
２

２
４
１

栗
能
川一戸

若
大
中

栗
能
川戸

若
大
中

垂
蔭
一
甫

(3)
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児
童
公
園
で
き
る

こ
の
ほ
ど
、
高
戸
に
行
人
塚
児
童
公

園
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
公
園
は
、
敷

地
面
積
が
１
，
４
２
１
，
６
３
平
方
メ

ー
ト
ル
で
園
内
に
は
、
ブ
ラ
ン
コ
、
滑

り
台
な
ど
が
設
置
さ
れ
、
い
ち
ょ
う
、

け
や
き
な
ど
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

第3回を迎えた「公民館まつり」が行われます。

この催しは、講座、学級、 クラブなど、 日ごろ

中央公民館で学習している生徒が中心となって、

市民のみなさんとの交流を深めることをねらいと

して開いているものです。

みなさんお気軽にご参加ください。

と き ： 3月28日（土） ・29（日）

ところ：中央公民館・市民体育館

催しもの

展示の部｜手あみクラブ、カトレア会､むつ

き会、革工芸クラブ．、絵画、色紙絵、版画

クラブ、書道クラブ、書道講座初・中級、

高齢者圃芸クラブ、 白ゆり、華道第一・第

二・第二クラブ、ひまわりクラブ

発表の部第一・第二・第三茶道､着付教室、
高歯行者軽スポース、日舞会、民謡踊り講座、 さ

ざなみ民謡、高齢者民謡､ほうらい民謡クラブ、

|バザーの部むつき会、 カトレア会、革工芸
クラブ

|そのほか軽食コ ナ－なと。

２
、
調
理
室
な
ど
が
あ
り
総
建
面
積
は

各
地
区
に

２
１
８
．
６
１
平
方
メ
ー
ト
ル
で
す
。

集
会
所
な
ど
建
設

▽
上
手
綱
の
朝
香
児
童
公
園
隣
り
に
、

▽
島
名
地
区
の
鏡
神
社
ゞ
ハ
ス
停
西
側
に
朝
香
集
会
所
が
建
て
ら
れ
、
３
月
末
日

島
名
地
区
多
目
的
研
修
会
の
施
設
が
建
に
は
完
成
し
ま
す
。
こ
の
集
会
所
は
、

て
ら
れ
３
月
末
日
に
は
完
成
し
ま
す
。
木
造
平
屋
建
て
で
、
総
建
面
積
は
１
０

木
造
平
屋
建
て
で
、
会
議
室
、
和
室
２
．
８
７
平
方
メ
ー
ト
ル
。
会
議
室
、

建
設
中
の
島
名
多
目
的
施
設

〆
） 〔4月〕開館1周年記念

原田直之民謡ショ

ケスト 川崎マサ子ほか

顔重溌；
入場券発売： 3月9日（月）から・2，000円（全指定）

〔5月〕文化庁移動芸術祭

文学座公演「ハロルドとモード」

コリン・ ヒギンズー作加藤新吉＝演出

主な出演者

上
手
綱
の
朝
香
集
会
所

簿
彗

拳寺 灘癖
贈おぷ

L毒

長岡輝子 ＝津田健 稲野和子

と き ： 5月14日（木）開演午後6時

ところ：高萩市文化会館ホール

入場券発売： 4月’日（水）から

A席2．000円B席1．000円（全指定）

和
室
２
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▽
島
名
の
千
代
町
団
地
内
の
児
童
公
園

隣
り
に
千
代
町
集
会
所
が
完
成
し
ま
し

た
。
こ
の
集
会
所
は
、
木
造
平
屋
建
て

で
、
建
面
積
は
、
６
３
．
７
６
平
方
メ

ー
ト
ル
。
集
会
室
か
広
く
、
地
域
の
み

な
さ
ん
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

力、し、せ-つ

この作品は、 もとは映画のシナ'ノオとして書か

れ、作者（コリン・ ヒギンズ） 向らの製作で映画

化されました。

日本でも「少年は虹を渡る」という題で封切上映

され、各界の注目を浴びました。文学座では、 1975

年初演し、多くの観客の圧倒的な共感を得ました。

また、新聞劇評においても “面白い新劇を証明

（朝日）”“奇想天外、一夕の楽しみ（読売）”“詩情あ

ふれる喜劇” と絶賛され、最も再演が望まれてい

た作品です。

☆ ☆

※4月・ 5月公演の入場券発売所

田所書店・仲屋書店・タクト楽器（畷原駅前）

文化会館○入場券の予約．お問い合わせは文化会

館（3 7411）へと･うぞ。

千
代
町
団
地
内
の
千
代
町
集
会
員

ー

…

友
の
会
で
ス
キ
ー
教
室

さ
る
２
月
７
．
８
日
、
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
友
の
会
で
は
、
福
島
県
磐
梯
国

際
ス
キ
ー
場
で
ス
キ
ー
教
室
を
開
き
ま

し
た
。
参
加
は
碑
名
。
ほ
と
ん
ど
初
心

者
で
し
た
が
、
２
日
間
の
指
導
を
受
け

ス
キ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

○資格市内に居住している公職をもたない人

で、モニター未締験者。○募集の人員 20名○

任期 4月から1年間○モニターの活動内容、

市政に対する意見・要望・情報の提供や会議の出

席など○応募の方法はがきに住所・氏名・年

齢・職業・電話番号を言己入して郵送のこと ○締

め切り 3月20日まで○申し込み先高萩市本

町1の100高萩市役所市長公室広報広聴係（垂③

2111内線219または235）へ。

乳1"惑嚥
鯵

(4)
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今
月
の
ヤ
ン
グ
は
、
小
田
中
俊
敬
（
蛇

歳
）
さ
ん
で
す
。

小
田
中
さ
ん
は
、
以
前
川
崎
市
に
住

ん
で
い
て
高
萩
に
移
っ
て
今
年
で
４
年

ｐ
Ｈ
］
。

さ
る
２
月
１
日
、
市
民
体
育
館
で
、

「
交
通
事
故
追
放
豆
ま
き
大
会
」
が
行

わ
れ
１
，
０
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

参
加
者
全
員
で
事
故
追
放
の
誓
い
を

し
た
あ
と
、
豆
ま
き
や
抽
せ
ん
会
な
ど

が
あ
り
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

交
通
事
故
を
追
放

妬
回
の
子
ど
も
会
駅
伝

さ
る
２
月
蛇
日
、
秋
山
小
学
区
子
ど

も
会
地
区
対
抗
駅
伝
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
大
会
は
、
今
年
賜
回
目
。

昭
区
間
加
・
７
キ
ロ
の
コ
ー
ス
を
父

母
の
声
援
を
う
け
完
走
し
ま
し
た
．

成
績
①
秋
山
中
②
秋
山
上
③
島
名
Ｂ

「
高
萩
に
来
て
の
第
一
印
象
は
空
現
在
は
、

気
が
お
い
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。
青
少
年
ホ
ー

川
崎
と
は
ち
ょ
っ
と
ち
が
い
ま
す
よ
ど
ム
利
用
者
友

「
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
は
、
ク
ラ
の
会
の
副
会

ブ
活
動
の
募
集
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
長
と
し
て
活

す
ぐ
に
利
用
し
ま
し
た
び
躍
中
。

ホ
ー
ム
の
利
用
は

仲
間
づ
く
り
に
最
適

ー

「
若
い
方
が
ホ
ー
ム
を
も
っ
と
利
用
川

し
て
く
れ
る
と
い
い
で
す
ね
。
職
場
以
川

外
の
友
人
が
た
く
さ
ん
で
き
ま
す
か
ら
。
Ⅲ

そ
れ
に
、
利
用
者
友
の
会
に
も
入
っ
て
Ⅲ

ホ
ー
ム
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
て
も
川

ら
い
た
い
で
す
。
」
と
熱
心
に
語
っ
て
川

く
れ
ま
し
た
。

手
づ
く
り
の
た
こ
あ
げ

さ
る
１
月
釧
日
、
東
小
で
は
〃
手
つ

く
り
た
こ
あ
げ
大
会
〃
を
高
萩
海
岸
で

行
い
ま
し
た
。
こ
の
た
こ
は
、
昨
年
胆

月
か
ら
全
児
童
が
丹
精
こ
め
て
作
り
あ

げ
た
も
の
で
、
太
平
洋
に
向
け
大
空
い

っ
ぱ
い
た
こ
を
あ
げ
て
い
ま
し
た
。

i 11 1 11ⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡⅡLI」ⅡI I

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
、
親
し
み

の
あ
る
各
種
教
室
を
開
き
ま
す
の
で
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
利
用
で
き
る
方

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
先
を
も
つ

泌
歳
未
満
の
勤
労
青
少
年
で
す
。

○
教
室
の
申
し
込
み
は

３
月
閉
日
（
水
）
ま
で
に
、
直
接
勤

労
青
少
年
ホ
ｉ
ム
で
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。
（
時
間
は
午
前
９
時
か
ら
午
後

９
時
ま
で
・
日
曜
日
は
午
後
５
時
ま
で

月
曜
日
は
休
館
で
す
。
）

ま
た
、
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
は
現

在
活
動
中
の
ク
ラ
ブ
の
会
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。
く
わ
し
い
こ
と
は
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
（
電
話
③
７
１
７
７
）
へ
お
た
ず
ね

く
だ
さ
い
・

篝臺鑿頚躍篝篝薑譲噌璽
働
く
青
少
年
の

教
室
を
開
講

冑
少
年
ホ
ー
ム
へ
ど
う
ぞ

野球チームの登録と審判員の募集

56年度の高萩市軟式野球連盟の加需琴録を受け

付け中です。ま庭、篭半''三も臺巽をします。

軟式野球連盟の登録は、 S目16巳（月）まで、

雪半U舅の応毫はS弓31日（火）までです。

、ノフトボーノレ部加盟チームの募集

加詣申し込みはS月20日（金）までです。

加盟寶二 1団体年間5．000円

参加資格：市内Iご居住まだは通勤している既婚の

男子・女子であること<学生は除く）

市内小･中等種体育権…利用団体の登壼付
56年匡も市内小･中学桟体言施設を開放いだしま

す｡10名以上のスポーツ･クラブで定期的な活動を

希望する国]本は登録してください。

受付期間：S月16日（月）～24目（火）

第S向蒔式テニス教室生徒募集

と き：4月14日（火）15日(水)16日(不)17日(金）

21日(火)22日(水)23日(木)24日（金）

時間はいずれも午前g時30分から正午まで

ところ：市営テニスコト

対 象： 般（初心者優先）

毫集人雲：30名（先言順）

参加料冒 1 ，500円(ホル代･湯＝保険料＝む）

講 師：日本庭球協会公言甜旨喜員･体育f旨喜ニイ也

申し込み期間：s月30曰く月）～4月フ巳（火）
☆－ ☆－ ☆

､ー

、募集する教室 、活動中のクラブ

タ
ーフ

ー
フク 活動日

Af週火曜日

恥助時|用

卓球クラブ

午後6 ： 00

〃 水曜日

毎週土曜日午後9 ： 00

ﾙﾉ過日曜日午前9 : 00
～正午

ｸ､ンスクラフ

、q T，、 ~ ､

ノ、r こ／

トンクラブ

フォーク
ギタ クラフ

テニスクラフ
申し込みやくわしI

2552）へとうそ。

二とは市民体育館（さ(豆）

時間はいず！Lも午後6時から8時ゴ

(5)

数室箔

茶道

着付

料理

いけ花

室悩自 ノー

期間

月
月

４
９
(18回）

’ 1

火

水

k

落墨
ilｱ

曜日 募集人員

20名

20

５
０

１
２

20
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障
害
者
に
あ
ま
り
接
し
た
こ
と
の
な

い
人
た
ち
の
中
に
は
、
障
害
者
は
一
般

凶
、

の
人
た
ち
と
全
く
違
っ
て
い
る
と
力

障
害
の
原
因
は
す
べ
て
遺
伝
に
よ
る
と

か
、
障
害
の
状
態
は
伝
染
す
る
と
か
い

っ
た
誤
解
や
偏
見
か
ら
同
情
や
あ
わ
れ

み
の
気
持
ち
で
接
し
た
り
、
好
奇
の
目

で
じ
ろ
じ
ろ
眺
め
た
り
、
拒
否
的
な
態

度
で
接
し
た
り
す
る
人
が
い
ま
だ
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
障
害
者
に
対
す
る
誤
解

や
偏
見
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
に
基
づ
く

誤
っ
た
態
度
な
ど
が
、
障
害
者
の
地
域

～恭一雪で
3

一

障
害
者
と
と
も
に
①
一

ｒ
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｌ

体の不自由なかたなどの

相談員です＝

＝
＝

＝

＝

＝

Ｉ
Ｉ
Ｊ
｛ ん

体
や
目
が
不
自
由
な
方
や
知
恵
お
く

鐸
れ
な
ど
の
お
子
さ
ん
が
い
る
家
庭
の
み

吉
な
さ
ん
、
養
育
の
問
題
や
就
職
・
施
設

長
入
所
な
ど
で
困
っ
て
い
る
こ
と
は
あ
り

神
ま
せ
ん
か
。

田中長兵衛さん椎名 修さん

こ
の
よ
う
な
と
き
、
親
身
に
な
っ
て

相
談
を
し
て
い
た
だ
く
相
談
貝
が
お
り

ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

相
談
員
は
、
次
の
か
た
か
た
で
す
。

○
体
が
不
自
由
な
方
は

身
体
障
害
者
相
談
員

椎
名
修
Ⅱ
安
良
川
一

（
電
ｅ
二
四
一
九
）

○
目
が
不
自
由
な
方
は

身
体
障
害
者
相
談
貝

田
中
長
兵
衛
Ⅱ
春
日
町
二
の
七

（
電
、
二
五
四
六
）

社
会
へ
の
平
等
な
参
加
を
妨
げ
て
い
る

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
な
く
す
た
め
に

は
、
障
害
を
も
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と

自
体
は
特
別
な
問
題
で
は
な
く
、
背
の

高
い
人
や
低
い
人
、
速
く
走
る
こ
と
の

で
き
る
人
や
で
き
な
い
人
と
い
、
７
よ
う

な
、
身
長
の
違
い
や
運
動
能
力
の
違
い

と
同
じ
個
人
差
の
ひ
と
つ
で
あ
る
と
理

解
し
、
ご
く
自
然
な
態
度
で
接
す
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

実
際
に
障
害
者
と
接
し
て
み
る
と
、

／
）

交
流
を
深
め

人
間
的
な
ふ
れ
合
い
を

○
知
え
お
く
れ
な
ど

精
神
薄
弱
者
相
談
貝

神
長
吉
磨
Ⅱ
高
浜
町
三
の
二
七

（
電
○
二
○
四
○
）

ま
た
、
直
接
市
福
祉
事
務
所
援
護
係

（
電
⑤
二
二
一
内
線
二
八
四
）
で
も

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

記
念
事
業
な
ど
が
行
わ
れ
ま
す
の
で
㈲

積
極
的
に
参
加
し
、
障
害
者
と
交
流
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
人
間
的
な
触
れ
合
い

を
よ
り
深
め
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

○
と
き
二
月
二
十
七
日
（
金
）

三
月
二
十
七
日
（
金
）

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
九

時
か
ら
正
午
ま
で

○
と
こ
ろ
北
茨
城
市
青
年
研
修
所
へ

直
接
お
い
で
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
こ
と
が
よ
く
わ
か
り
ま
す
。

と
く
に
、
今
年
は
、
国
際
障
害
者
年

補
装
具
の
相
談

補
装
具
の
相
談
を
行
い
ま
す

ヨヨ』…似一一弓

⑱：

》
い
る
マ
ツ
科
の
一
種
で
、
福
島
県
を
境

編
に
し
て
北
方
型
の
キ
タ
ゴ
ョ
ウ
と
、
南

帥
方
型
の
マ
ル
ミ
ゴ
ョ
ウ
と
の
二
変
種
に

岬
分
け
ら
れ
て
い
る
。

岬
茨
城
県
産
の
も
の
は
南
方
型
で
、
そ

畔
の
産
地
も
個
体
数
も
少
な
い
の
に
、
高

州
萩
市
上
手
綱
の
仙
道
坂
・
関
口
前
山
・

〉
金
成
前
山
な
ど
に
は
幹
径
帥
皿
樹
高

州
加
、
前
後
の
も
の
を
頭
に
、
多
く
の
個

恥
体
が
生
育
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
本

州
種
の
分
布
か
ら
す
る
と
貴
重
な
存
在
で

州
あ
っ
て
、
高
萩
市
だ
け
が
持
つ
特
殊
な

跡
か
け
か
え
の
な
い
自
然
物
で
あ
る
。

州
ヒ
メ
コ
マ
ヅ
は
他
樹
に
比
べ
て
成
長

岬
が
遅
い
上
に
、
日
当
た
り
か
良
く
な
い

《

鋤
と
生
育
が
で
き
な
い
性
質
が
あ
る
の
で
、

皆
軍
近
の
山
あ
れ
な
ど
か
ら
種
子
の
発

州
芽
生
長
が
困
難
に
な
り
、
高
木
に
な
っ

Ⅷ
た
も
の
で
も
他
の
木
の
成
長
に
圧
倒
さ

細
れ
て
枯
れ
て
行
く
。
ま
た
採
算
が
合
わ

恥
あ
っ
て
、
高
萩
市
だ
け
が
持
つ
特
殊
な
を
期
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

岬
か
け
か
え
の
な
い
自
然
物
で
あ
る
。
ご
く
最
近
、
花
貫
溪
谷
の
地
獄
沢
で
》

耐
ヒ
メ
コ
マ
ヅ
は
他
樹
に
比
べ
て
成
長
険
し
い
が
け
の
上
の
方
（
標
高
三
○
○
催

榊
が
遅
い
上
に
、
日
当
た
り
か
良
く
な
い
余
、
付
近
）
に
、
幹
径
卯
皿
樹
高
加
一

恥
と
生
育
が
で
き
な
い
性
質
が
あ
る
の
で
、
余
ｍ
の
も
の
が
一
本
見
つ
か
っ
た
。
茨
《

皆
軍
近
の
山
あ
れ
な
ど
か
ら
種
子
の
発
城
県
内
最
大
の
巨
木
で
、
多
く
の
学
術
《

州
芽
生
長
が
困
難
に
な
り
、
高
木
に
な
っ
資
料
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
は
頼
も
し
↑

叩
た
も
の
で
も
他
の
木
の
成
長
に
圧
倒
さ
い
限
り
で
あ
る
．

桐
れ
て
枯
れ
て
行
く
。
ま
た
採
算
が
合
わ
（
高
萩
市
自
然
を
愛
す
る
友
の
会
）
》

齢

マ

エ

ロ

ロ

ロ

二

三

壱

三

口

汀

三

二

二

三

三

宝

三

二

三

一

口

二

二

一

二

二

二

口

二

二

“

口

五

里

壱

一

三

二

画

■

口

一

二

二

壱

二

Ｅ

三

一

二

二

壱

ロ

ュ

二

壱

二

一

万

二

口

三

“

ロ

ニ

ー

ロ

ロ

三

一

二

I

F

ー

ふ
つ
、
フ
ゴ
ョ
ウ
マ
ッ

と
よ
ん
で
い
る
も
の
で
、

高
萩
市
役
所
の
庭
に
、

上
手
綱
金
成
産
の
も
の

が
「
市
の
木
」
と
し
て

植
え
ら
れ
て
い
る
の
は

う
れ
し
い
・

ヒ
メ
コ
マ
ッ
は
《
北

海
道
の
大
雪
山
系
を
北

限
と
し
、
鹿
児
島
県
の

高
隈
山
を
南
限
と
し
て

高
萩
市
産
の
ヒ
メ
コ
マ
ヅ

■

■

里

ｒ

■

匹

孟

Ｕ

訂

』

口

垂

■

Ｊ

三

口

口

可

１

与

丑

丑

五

Ｖ

亜

『

ｒ

■

亜

■

Ｅ

与

官

Ｅ

一

弘

■

富

再

・

丑

呈

な
い
の
で
栽
培
す
る
人
も
な
い
。
こ
の
（

た
め
野
生
の
も
の
は
滅
び
行
く
植
物
に
割

な
っ
て
い
る
の
は
誠
に
嘆
か
わ
し
い
。
一

高
萩
市
内
の
産
地
は
立
地
条
件
が
よ
』

い
の
で
、
環
境
を
整
え
て
保
護
し
、
育
佃

苗
・
栽
植
・
改
良
な
ど
の
手
を
加
え
れ
《

ば
全
国
的
に
有
名
な
産
地
に
な
る
可
能
》

性
を
秘
め
て
い
る
。
観
光
な
ど
と
合
わ
袖

せ
て
考
え
、
そ
の
保
護
と
育
成
に
万
全
↑

花貫渓谷のヒメコマッ
雨N~南日竜一一噸～一ﾛﾛ津伊呵hub D~甲ﾛJ~四uH－L■ﾛ儲凹閣口■~比. P目山斗口司■間P
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史
帳
”

ロ
言

去

５ ２

、

鐸
み
、
く
過
ｊ

歴
壽
嘉

ぎ

々
‐
可
法
五

はか
百
Ⅱ
９
介
叩
妙
〃
Ｉ

た
、、
凸
叩
浜

報

嘩
”
卜
㈱
赤

市日５月

「
妙
法
寺
過
去
帳
」
に
は
、
職
人
が

輻
な
ん
人
か
み
え
て
い
る
。
日
本
中
世
の

邪
民
衆
像
は
不
明
な
こ
と
が
多
い
。
な
か

日野
で
も
職
人
に
関
す
る
史
料
は
少
な
い
の

日一
で
あ
る
。

鍔
応
永
三
十
四
年
（
一
四
一
一
七
）
の
記

事
に
、
「
道
妙
、
孫
七
、
番
匠
」
と
あ

る
。
番
匠
（
ば
ん
じ
よ
う
）
は
古
代
で

＊

国
民
年
金
に
加
入
し
て
い
る
み
な
さ

ん
、
保
険
料
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。五
十
五
年
度
分
（
五
十
五
年
四
月
か

ら
五
十
六
年
三
月
）
の
保
険
料
は
、
四

月
三
十
日
ま
で
に
納
め
な
い
と
、
市
役

所
で
は
納
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

そ
の
後
は
、
直
接
、
社
会
保
険
事
務

所
に
納
め
る
か
、
あ
る
い
は
社
会
保
険

事
務
所
か
ら
納
付
書
を
発
行
し
て
も
ら

っ
て
、
郵
便
局
ま
た
は
、
銀
行
へ
払
い

込
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〆
）

国
民
年
金
の
保
険
料
は

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

弱
年
度
分
は
４
月
末
日
ま
で
に

の
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
た
。
し
か
し
、
大
工
と
い
っ
て
も
、
と
こ
ろ
で
、
「
妙
法
寺
過
去
帳
」
に

こ
の
こ
ろ
の
番
匠
は
格
式
の
高
い
も
み
え
る
番
匠
孫
七
は
、
ど
こ
に
住
ん
で

の
で
あ
っ
た
。
室
町
時
代
後
期
の
作
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

る
は
ず
の
障
害
年
金
や
、
母
子
年
金
な
い
ま
せ
ん
。

ど
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
あ
な
た
自
身
の
大
切
な
年
金
で
す
。

ま
た
、
保
険
料
は
、
納
付
期
限
か
ら
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
、
保

二
年
を
経
過
す
る
と
時
効
に
な
っ
て
、
険
料
は
四
月
末
日
ま
で
に
か
な
ら
ず
納

そ
の
期
間
の
保
険
料
は
納
め
る
こ
と
が
め
ま
し
よ
う
。

で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
い
ざ
老
齢
ま
た
、
保
険
料
を
納
め
る
時
期
は
年

年
金
を
請
求
す
る
と
き
に
な
っ
て
、
納
四
回
（
二
月
、
六
月
、
九
月
、
十
二
月
）

付
期
間
の
不
足
に
気
づ
い
て
も
ま
に
あ
で
す
。

’

三

一

二

三

二

一

二

三

三

三

一

三

一

三

一

三

三

二

二

一

一

三

三

三

三

一

一

三

一

三

一

二

三

二

一

一

三

三

一

一

一

二

一

三

一

三

三

一

一

一

二

三

一

一

一

三

一

二

一

二

一

一

三

三

三

一

一

一

三

三

三

三

一

一

串

は
、
飛
騨
な
ど
か
ら
上
京
し
て
宮
廷
で
あ
る
「
七
十
一
番
職
人
歌
合
」
を
み
Ⅲ

の
建
築
に
従
事
し
た
大
工
を
意
味
し
る
と
、
番
匠
は
烏
帽
子
・
直
垂
（
え
ぼ
Ⅲ

た
が
、
中
世
で
は
一
般
の
大
工
を
称
し
ひ
た
た
れ
）
を
着
て
、
刀
を
さ
し
て
川

め
て
み
ま
し
ょ
、
７
。

未
納
の
ま
ま
で
す
と
、
万
一
、
不
幸

に
し
て
事
故
に
あ
っ
た
と
き
受
け
ら
れ

仏
〕
、
７

度
納
め
忘
れ
が
な
い
か
確
か

い
る
。
ま
る
で
、
武
士
の
よ
う
な
姿
で
州

霊
あ
る
。
彼
ら
は
給
免
田
畠
（
き
ゅ
う
め
州

る
ん
で
ん
ば
た
）
と
い
っ
て
、
年
貢
、
公
川

一
スみ
事
を
免
除
さ
れ
た
田
畠
を
保
証
さ
れ
て
川

に

お
り
、
年
貢
・
公
事
を
負
担
す
る
平
民
Ｉ

Ｊ詫
と
は
区
別
さ
れ
て
い
た
。
日
立
市
宮
田
Ⅲ

番
に
「
万
城
内
」
（
ば
ん
じ
ょ
う
う
ち
）
川

十
と
い
う
小
字
名
が
あ
る
・
万
城
内
は
「
番
州

叱
匠
内
」
の
こ
と
で
、
番
匠
の
給
免
田
畠
川

。
。

国
民
年
金
保
険
料
の
「
前
納
」
と
は
、

一
定
期
間
の
保
険
料
を
前
も
っ
て
納
め

る
と
保
険
料
が
割
引
き
さ
れ
る
制
度
で

す
。

た
と
え
ば
、
五
十
六
年
四
月
か
ら
翌

年
の
三
月
ま
で
の
一
年
分
の
定
額
保
険

料
は
五
万
四
千
円
で
す
が
、
六
月
中
に

ま
と
め
て
納
め
る
と
五
万
二
千
七
百
円

と
な
り
、
一
千
三
百
円
の
割
引
き
と
な

り
ま
す
。
付
加
保
険
料
は
、
四
千
八
百

円
が
四
千
六
百
八
十
円
で
す
。

前
納
で
き
る
期
間
は
、
現
在
、
昭
和

五
十
七
年
三
月
ま
で
と
な
っ
て
お
り
、

六
月
に
前
納
す
る
と
来
年
三
月
ま
で
ち

ょ
う
ど
一
年
間
前
納
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
（
こ
の
間
六
十
歳
に
達
す
る
人

は
六
十
歳
ま
で
）

前
納
す
る
と
、
納
め
に
行
く
手
間
も

は
ぶ
け
、
ま
た
納
め
忘
れ
も
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
こ
の
制
度
を
ご
利

用
さ
れ
る
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
、
市
役
所
国
民
年
金

係
に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
電
話
は
、

ｅ
二
二
一
内
線
二
二
四
で
す
。

』

保
険
料
の
前
納
は

割
引
き
に
な
り
ま
す

と
き
３
月
茄
日
（
木
）

午
前
皿
時
か
ら
巧
時

と
こ
ろ
中
央
公
民
館

年
金
の
相
談
会

ー

県
民
交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
ょ
う

県
民
交
通
災
害
共
済
は
、
加
入
者
が

も
し
不
幸
に
し
て
交
通
事
故
に
あ
わ
れ

た
場
合
に
見
舞
金
が
支
払
わ
れ
る
も
の

で
す
。こ
の
制
度
の
弱
年
度
分
（
４
月
１
日

か
ら
師
年
３
月
訓
日
）
の
加
入
を
受
け

付
け
中
で
す
の
で
、
大
人
６
０
０
円
、

中
学
生
以
下
３
０
０
円
を
添
え
て
市
役

所
市
民
相
談
室
（
電
話
③
２
１
１
１
内

線
２
１
９
）
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
・

市
職
員
を
募
集
し
ま
す

昭
和
弱
年
度
の
職
員
を
次
に
よ
り
公

募
い
た
し
ま
す
。

⑪
調
理
手
兼
自
動
車
運
転
手

・
男
子
１
名

普
通
免
許
以
上
の
取
得
者
で
運
転
の
経

験
を
有
す
る
者

②
汽
か
ん
士
兼
用
務
手

・
男
子
１
名

２
級
ボ
イ
ラ
ー
技
士
お
よ
び
危
険
物
乙

種
第
４
類
ま
た
は
甲
種
免
許
取
得
者

☆
年
齢
要
件

昭
和
弱
年
４
月
１
日
現
在
満
訓
歳

未
満
の
者
で
市
内
居
住
者
に
限
る

☆
申
し
込
み
締
め
切
り
日

昭
和
弱
年
３
月
刈
日
必
着

☆
選
考
作
文
と
面
接
に
よ
り
行
う

く
わ
し
い
こ
と
は
、
高
萩
市
役
所
市

長
公
室
職
員
課
（
電
話
③
２
１
１
１
内

線
２
３
０
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

(7)
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国民健康保険証は

あたらしいのに変わります

現在使用されている国民健康保険の被保険者証は、 3月

31日で有効期限が切れます。

新しい保険証の更新はつぎの日どりで行います｡保険証、

印かんをご持参ください。

国民健康保険証更新の日どり （3月）

“ず字、
』

時 間 該当地区と き と こ ろ

横川老人クラブ集会所

｜ | |下君田小学校

上君田公民館

24日（火） 若栗公民館

大能公民館

鈴木義康氏宅

中戸川公民館

行人塚集会所

25日体） 高戸公民館
赤浜田園都市センター

下手綱公民館

田
沢
平
代

金
山
柳
域
米
田

大
小
．
全
域
域
域
・
・

・
・
田
回
田
全
全
全
川
根

川
山
君
荷
君
栗
能
添
戸
曽

横
持
下
大
上
若
大
文
中
烏

０
０
０
０
０
０
０

０
５
０
２
２
４
４

０
０
２
３
４
４
５

１
１
１
１
１
１
１

０
０
０
０
０
０
０

３
２
２
０
５
３
２

９
ｍ
Ⅱ
珀
過
皿
巧

兇

（
,～へ

パンジー ＝

きびしい寒さも和らぎ､日 日と舂めいて来た｡市 三
三

内の歩道や□ タリーには､パンジ の苗も植えられ、 三
三

三
巴＝

黄や白や紫の可憐な花をいつぱいに咲かせ、園丁＜人の 三
三

眼を楽しませてくれる｡パンジ は舂を呼ぶ花である。 三
三

絵と文伊藤龍馬 三
三
：＝

三

1 Ⅱl l l ll l lⅢⅡⅡⅡ ll l lⅡ l ll I lⅡl Ⅲ11ⅡilⅡ I ⅡⅡ1 1 1 1 11 1 Il l Ⅱ l l l I1 11 11 1Ⅱ ll I1 1 1ⅡIMIⅡl l l l l l l ⅡⅡl ll l l l l l ⅡlMI1 Ⅲ1 ⅡⅡl l l l lⅡ1 1 1 1 1 1 1 1 ⅡI ll l l lⅢ1 1ⅡⅡF

行人塚・
石河原
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局P

赤浜全域

「手綱全域･ | 殆辞』一部
（大工町･小和田）
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上手綱全域

秋山下・
秋|｣｣坑

秋山中・福平

島名全域

北方・秋山上

台高萩･駒木原

肥前町･有明町
東本町･高浜町ほか

組
山
山
名

公

下公

中公

公

《
目
｛
呂
奔
目
《
月

ｆ
直
肖
Ａ
自

民
民
民
民

０
０
０
０
０
０
０

０
１
０
１
３
３
０

１
４
５
６
０
１
６

１
１
１
１

１
１
１

０
０
０
０
０
０
０

３
３
２
１
３
５
３

９
脇
皿
賜
９
ｍ
蝿

次
の
日
ど
り
で
街
頭
献
血
を
行
い
ま

す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き
３
月
加
日
（
金
）
午
前
的

時
か
ら
午
後
４
時
ま
で

と
こ
ろ
・
高
萩
駅
前
派
出
所
前
広
場

・
高
萩
駅
東
口
広
場

次
の
条
件
に
か
な
う
健
康
な
方
な
ら

ど
な
た
で
も
献
血
で
き
ま
す
。

☆
満
肥
歳
以
上
満
開
歳
未
満
の
人

☆
体
重
が
男
子
妬
キ
ロ
、
女
子
棚
キ
ロ

以
上
の
人
☆
現
在
妊
娠
し
て
い
な
い

人

そ
の
他
、
採
血
前
に
医
師
が
検
診
し

無
理
な
採
血
は
い
た
し
ま
せ
ん
。
採
血

街
頭
献
血
に

ご
協
力
を
一

〕

手公民

木原雌会

明町集会

館
所
所

石滝・安良川
本町・春日町
大和町ほか

24日

31日 ’
一
叶
州

止
又

な
イ
ー

７可 8．30～17．00

市
県
民
税
の
申
告
は
３
月
恥
日
ま
で

で
す
。
ま
だ
申
告
が
す
ん
で
い
な
い
方

は
、
早
め
に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

今
年
は
３
月
通
日
が
日
曜
日
で
す
が
、

当
市
で
は
３
月
晦
日
も
平
常
ど
お
り
申

告
の
受
け
付
け
を
い
た
し
ま
す
。
平
日

ご
都
合
の
悪
い
方
は
、
こ
の
日
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
所
得
税
の
確
定
申
告
も
３
月

陥
日
ま
で
で
す
。
お
忘
れ
な
く
。

一
自
動
車
の

一
登
録
は
正
し
く

》
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み
な
さ
ん
が
日
ご
ろ
利
用
し
て
い
る

自
動
車
で
、
他
県
ナ
ン
バ
ー
の
ま
ま
の

自
動
車
を
使
用
し
て
い
ま
せ
ん
か
。

自
動
車
税
は
、
登
録
さ
れ
て
い
る
都
．

道
・
府
・
県
で
課
税
さ
れ
、
そ
の
税
金

は
道
路
の
整
備
拡
充
な
ど
に
使
わ
れ
て

い
ま
す
。

他
県
ナ
ン
ゞ
ハ
ー
の
自
動
車
は
、
水
戸

ま
た
は
、
土
浦
ナ
ン
、
ハ
ー
に
登
録
替
え

を
し
て
く
だ
さ
い
・

使
用
者
の
住
所
に
変
更
か
あ
っ
た
場

合
や
、
使
用
者
の
名
義
が
異
な
る
場
合
に

量
は
２
０
Ｏ
Ｃ
Ｃ
で
す
が
、
こ
れ
は
全

血
量
の
約
加
分
の
１
以
下
で
す
か
ら
、
健

康
な
方
で
あ
れ
ば
少
し
の
心
配
も
い
り

ま
せ
ん
。
と
く
に
安
静
に
す
る
必
要
も
な

く
、
普
通
の
量
の
お
酒
や
風
呂
に
入
っ

て
も
差
し
つ
か
え
あ
り
ま
せ
ん
。

済
ん
で
ま
す
か

税
の
申
告

ー

4月の日曜診療のお知らせ
３
月
４
月
は
電
話
の
移
転
が
多
く

工
事
が
大
変
こ
み
あ
い
ま
す
。
移
転
工

事
の
ご
注
文
は
、
１
週
間
ぐ
ら
い
前
ま

で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
い
こ
と
は
高
萩
電
報
電
話
局

（
狂
②
２
９
９
１
）
へ
ど
う
ぞ
。

は
変
更
登
録
の
手
続
き
を
、
ま
た
、
使

用
不
能
で
放
置
し
て
い
る
場
合
は
ま
つ

消
登
録
の
手
続
き
を
３
月
中
に
し
て
く

だ
さ
い
。

手
続
き
な
ど
く
わ
し
い
こ
と
は
、
茨

城
県
陸
運
事
務
所
（
恋
０
２
９
２
（
卿
）

５
１
１
８
）
ま
た
は
、
高
萩
県
税
事
務
所

（
盆
（
２
）
２
２
２
１
）
へ
お
た
ず
ね

ノ
、
悸
」
員
」
八
。

電
話
の
移
転
は
一

一
週
間
前
に
連
絡
を
一

5 日石 病 院，東 本 町

全生堂医院 本 町

12日

十王医院十王町友部十王町友部卜 王医院

１

６

１
０
７
３
１
２
⑧
②

２
６
０

３
６
０

３
２
１

９
３
３

２
別
０
１春 日 町医院

医院

川
土

滝
白

19日

26日 有 明 田］ (2)2697

時間は午前9時から午後4時まて
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